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研究目的 
高分解能角度分解光電子分光(ARPES)を用いて新型鉄系高温超伝導体の
電子状態を精密に決定し、超伝導発現機構の解明を目指した研究を行う。フ
ェルミ面、バンド分散、エネルギーギャップ、準粒子スペクトルの微細構造の
精密測定を行い、電子状態の基礎的理解を構築する。また、銅酸化物やグラ
ファイト超伝導体など新規超伝導物質との比較研究を行い、電子構造の類似
点/相違点を明らかにする。 

研究進捗状況 
本年度は、鉄系高温超伝導体を中心にARPES測定を行い、以下のような成
果が得られた。 
1) 鉄系超伝導体 PrFeAsO0.7（Tc=43 K）の測定を行い、複数のホール的フェ
ルミ面を観測した。フェルミ面の面積から、過剰にホールドープされた表面
状態を反映していると考えられる。内側のフェルミ面には 15meV程度のエ
ネルギーギャップが観測され、超伝導と異なる秩序状態が示唆された。 

2) BaFe2As2と同じ結晶構造を持つが Tcが低い物質 BaNi2P2（Tc= 3 K）の
ARPESを行った。得られたフェルミ面形状は、磁気量子振動やバンド計算
の結果とほぼ一致し、大きな電子面と小さなホール面が観測された。 

3) 鉄系超伝導体FeTe0.7Se0.3の高分解能ARPESを行い、Γ点中心のホール
的フェルミ面とM点中心の電子的フェルミ面を観測した[1]。フェルミ面のトポ
ロジーが BaFe2As2系と類似していることから、鉄系超伝導機構にバンド間
散乱が重要な役割を果たすことを示唆した。 

4) 鉄系超伝導体 BaFe2-xCoxAs2 の最適ドープ領域(x=0.14)[2]および過剰ド
ープ領域(x = 0.3)[3]におけるフェルミ面とバンド分散を３次元運動量空間で
観測した。その結果、いずれのドープ領域においても電子構造が強い３次
元性を示すことを見出した。 

5) K0.5CoO2が水を吸った金属状態の電子構造を低温高分解能のARPESに
よって検証した[4]。フェルミ面上のスペクトル強度の周期的変化、フェルミ速
度が異方的であり、これが LDAバンド計算とは逆の傾向であること、等を見
出した。これらは NaxCoO2で報告されていることと一致した。 
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